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共有責任：基本 

共有責任とは何か？ 

共有責任（シェアード・レスポンシビリティー）とは、RSPO のビ

ジョンである「パーム油を持続可能なものにするためのグローバ
ル・パートナーシップ」を達成するために、RSPO メンバー達が採

用する一連の責任である。 

RSPO における変革のプロセスは、「動員、行動、変革」の進行に

よって特徴付けられる。これは RSPOの「変革の理論（ToC）」の骨

格であり、「共有責任（SR）」と「結果に対する説明責任」の概

念に支えられている。 

なぜ共有責任が必要なのか？ 

パーム油のサプライチェーン全体を通しての環境・社会問題は、

バリューチェーンの一つステークホルダーでは解決できないシス

テマティックな問題である。そのためには、すべての利害関係者

の協力とコミットメントが必要だ。 

RSPO 認証の供給量は世界全体の約 19％にとどまっている。持続可

能なパーム油の需要を喚起し、生産量を増やし、それを当たり前

のものにするためには、サプライチェーン関係者、投資家、NGOを含

む RSPOのすべてのメンバーが役割を果たす必要がある。 

https://rspo.org/our-impact/roadmap-towards-change/
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誰に適用されるのか？ 

 

責任共有の要件概要 

さまざまなテーマ分野をカバーする 29ポイントの要求事項があり、その概要は以下の通り。 

 

十分な情報が提供された上での自由な事前の合意（FPIC） 

温室効果ガス（GHG）  
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アップテイク目標 

認証取得を推進し、市場を変革するため、サプライチェーン関係者に対する数量要件には、持

続可能な認証パーム油（CSPO）および持続可能な認証パーム核油（CSPKO）の前年比アップテイ

クパーセンテージポイント目標が含まれる。アップテイク目標は毎年設定され、グループ・レ

ベルで適用される。現物認証製品（アイデンティティ保存 Identity Preserved (IP)、分離され

た Segregated (SG)、マスバランス Mass Balance (MB)）を購入するか、現物認証製品の入手が

限られている場合は RSPO クレジットを購入することで目標を達成することができる。5 年目

（2024年）のアップテイク目標は以下の通り。 

  

  

加工業者および貿易業者 CGM と小売業者 

CSPO CSPKO CSPO CSPKO 

5 年目（2024 年） 2% NA 12% NA 

 

非栽培会員としての責任は？ 

DEVELOP（策定） - 下流の RSPOメンバーであれば、方針、行動、計画を策定し、MyRSPOに共有

責任の要件に準拠していることを示す証拠をアップロードする。 

ASK（要求） - パーム油のユーザーであれば、サプライヤーに RSPO 認証材を要求すること。

入手できない場合は、できれば独立小農家から RSPOクレジットを購入し、数量を賄う。 

ENGAGE（関与）- 同業者、取引先、サプライヤー、投資家に RSPOの会員となり、持続可能な調

達方針を採用するよう働きかける。 

もっと知りたいですか？当社のウェブサイト「Shared Responsibility - Roundtable on 

Sustainable Palm Oil (RSPO)」をご覧いただくか、sharedresponsibility@rspo.org までご連

絡ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

詳細は rspo.org ご覧ください 
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